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第
四
十
六
条
第
三
項
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
前

項
の
場
合
に
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
」
に
、「
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
同
条
第

六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
三
十
五
号
又
は
第
十
七
条
第
一
項
第
三
十
一
号
」
を
「
第
八
条
第
一

項
第
三
十
六
号
又
は
第
十
七
条
第
一
項
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
二
十
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
改
め
、「
改
築
」
の
下
に
「
又
は
修
繕
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
第
五
十
一
条
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
連
絡
道
路
に
関
す
る
工
事
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
）

第
五
条

国
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
特
定
連
絡
道
路
工
事
施
行
者
（
道
路
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
特

定
連
絡
道
路
の
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
当
該
特
定
連
絡
道
路
に
関
す
る
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
つ

て
国
土
交
通
大
臣
が
政
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。）に
対
し
当
該
工
事
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
貸
付
け
の
条
件
が
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
貸
付
け
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村

に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
「
特
定
連
絡
道
路
」
と
は
、
道
路
法
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
物

流
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）と
商
業
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
そ
の
他
の
施
設
で
そ
の
利
用
者
の
う
ち
相
当
数
の
者
が
当
該
重
要
物
流
道
路
を
通
行
す
る
も
の
と
を
連
絡
す

る
道
路
（
他
の
道
路
と
平
面
で
交
差
す
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、当
該
重
要
物
流
道
路
と
他
の
連
絡
道
路（
当

該
重
要
物
流
道
路
と
当
該
施
設
と
を
連
絡
す
る
道
路
を
い
う
。）が
連
結
す
る
部
分
に
お
け
る
交
通
の
混
雑
を
緩
和

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
金
及
び
当
該
貸
付
金
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の

貸
付
金
に
関
す
る
償
還
方
法
そ
の
他
必
要
な
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
中
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
改
正
規
定

は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路

法
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
項
第
一
号
イ
中
「
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
」を「
第

四
十
四
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
」
に
、「
、
第
六
十
九
条
」
を
「
、
第
六
十
九
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及

び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
十
七
条
」
を
「
、
第
二
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
に
改
め

る
。

（
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
二
十
四
条
第
一
号
ホ
中
「
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
項
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

野
田

聖
子

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
所
得
税
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
四
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
我
が
国
が
締
結
し
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
又
は
脱
税
の
防
止
の
た
め

の
条
約
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
異
な
る
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
非
居
住

者
又
は
外
国
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
約
に
お
い
て
恒
久
的
施
設
と
定
め
ら
れ
た
も
の
（
国
内
に
あ
る
も
の

に
限
る
。）と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
四
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

非
居
住
者
又
は
外
国
法
人
の
国
内
に
あ
る
建
設
若
し
く
は
据
付
け
の
工
事
又
は
こ
れ
ら
の
指
揮
監
督
の
役

務
の
提
供
を
行
う
場
所
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
中
「
六
十
五
万
円
」
を
「
七
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
三
十
八

万
円
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
の
四
中
「
八
十
五
万
円
」
を
「
九
十
五
万
円
」
に
改
め
、

同
項
第
三
十
四
号
中
「
三
十
八
万
円
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
一
号
中
「
又
は
出
国
」
を

「
、
又
は
出
国
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
中
「
配
当
控
除
」
の
下
に
「
、
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
控
除
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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